
セカンドステージのＩＴＳの方向性について（概要） 

 
１．セカンドステージのＩＴＳの方向性 

 携帯電話やＰＣ等が生活・文化の一部として定着したように、ＩＴＳの世界におい

ても、カーナビやＥＴＣの普及や進化、他のＩＴシステムとの融合・連携が進んでき

た。ＩＴＳは先端・流行のサービスから社会の領域に浸透する、セカンドステージと

言うべき時代が到来しつつある。 
多様なサービスが展開されるＩＴＳのセカンドステージでは、ＩＴＳが社会・生活

の一部となり、社会的課題の解決に貢献、社会を変革する。 
 
２．スマートウェイの概要 

スマートウェイは、ＩＴＳを統合的に実現するインフラとしての機能、多彩なサー

ビスを実現するオープンな共通基盤（プラットフォーム）としての機能を有する。 
 先進的なＩＴＳ技術を統合するスマートウェイの推進により、各ＩＴＳシステムの

進化・融合・連携を促進する。 
 
３．ＩＴＳにより実現する社会の姿 

必要な道路整備や、社会的な制度とも連携し、以下のような社会の実現を目指す。 
 ① クルマ社会がもたらした負の遺産の清算 
 ② 高齢者、身障者のモビリティの確保 
 ③ 豊かな生活・地域社会の実現 
 ④ ビジネス環境の改善 
これらの実現のために、スマートウェイを積極的に推進し、官民による多様なサー

ビスの展開を促進する。 
 
４．スマートウェイの推進方策 

スマートなモビリティ社会の実現に向け、国家戦略としてのスマートウェイを推進

する。具体的には、多様なアプリケーション（サービス提供）の展開とプラットフォ

ーム（共通の場）の整備、そしてリレーション（連携・協働）の推進を行う。 
① 幅広いサービスを提供していくため、官民により、安全・安心、環境・豊かさ、

快適・利便のためのアプリケーションを順次展開していく。これら、ＩＴＳによ

る基礎的なサービスである「決済」「車両・個人認識」「情報提供」「案内・警告」

により展開する。 
② 他の IT システムとの連携も視野に入れ、多様なアプリケーションの実現のため、
共通に利用できるソフト・ハードや車載器のマルチ化推進等、オープンなプラッ

トフォーム作りを進めていく。 
③ スマートウェイの推進にあたっては、技術開発、学術研究の推進、地域や市民を

はじめとした多様な分野との連携・協働の推進、国際的な協調や連携の推進に留

意する。 

別紙１ 



ＩＴＳの個別施策は進展しつつあります

ＩＴＳにより社会が変わり始めています
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図　カーナビの出荷台数累計

・ 1994年に本格的な普及を開始以降、出荷台数
が年々増加。
・ 外国人向けのカーナビも既に商品化。
・ 既に自動車の装備として一般化。
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が年々増加。
・ 外国人向けのカーナビも既に商品化。
・ 既に自動車の装備として一般化。

【カーナビの本格的普及】

出典：国土交通省ＨＰ

【 ETC の普及加速】

・ 2001年のサービス開始以降、急速に車載器が
普及。2004年5月には300万台を突破。
・ 近い将来、標準的な自動車の機能となることが
予想される段階。
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・ 近い将来、標準的な自動車の機能となることが
予想される段階。
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図　ETC車載器セットアップ台数

‘02 ‘03 ‘04

首都高川口料金所

・ 首都高速道路でのＥＴＣの利用率が２０％を超え、専用レーン通過交通量が増加。
・ 首都高川口料金所では、料金所通過交通量が増加したにもかからず、渋滞量は減少。

・ 首都高速道路でのＥＴＣの利用率が２０％を超え、専用レーン通過交通量が増加。
・ 首都高川口料金所では、料金所通過交通量が増加したにもかからず、渋滞量は減少。

図　首都高川口料金所の位置
出典：首都高速道路公団HP

図　現在の川口料金所
図　首都高川口料金所通過交通量と渋滞量の推移

【ＥＴＣの普及による料金所渋滞の減少】
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ＩＴＳのセカンドステージが始まろうとしています

移動・交通の質の向上
(安全・安心、環境、快適)

・負の遺産の清算

・高齢者のモビリティ確保

・豊かな生活・地域社会

・ビジネス環境の改善
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・ 多様なサービスが展開されるＩＴＳのセカンドステージでは、ＩＴＳが生活・社会の一部となり、社会
的課題の解決に貢献、社会を変革。

・ 多様なサービスが展開されるＩＴＳのセカンドステージでは、ＩＴＳが生活・社会の一部となり、社会
的課題の解決に貢献、社会を変革。
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【新たなモビリティ社会の展開】

負の遺産の清算負の遺産の清算
事故・環境負荷・渋滞の
削減

高齢者のモビリティ確保高齢者のモビリティ確保
高齢者・身障者が
安心して移動できる社会

豊かな生活・地域社会豊かな生活・地域社会
高速道路の有効活用や公共交通の有効利用により、
社会の活力を向上、豊かさを実感

ビジネス環境の改善ビジネス環境の改善
情報のシームレス化や物流効率化により、
ビジネス環境を改善

国家戦略としてのスマートウェイを推進国家戦略としてのスマートウェイを推進
交通死亡事故ゼロ交通死亡事故ゼロ ETC標準装備ETC標準装備 高速道路ＩＣの倍増高速道路ＩＣの倍増

公共交通の利便性向上公共交通の利便性向上 安全な道路交通確保安全な道路交通確保 倍増する高齢ドライバー
の安全運転支援

倍増する高齢ドライバー
の安全運転支援


